
人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　

第
一
三
巻　

二
〇
一
〇
年

は
じ
め
に

本
稿
は
、
上
海
の
ド
イ
ツ
人
学
校
の
軌
跡
を
た
ど
り
つ
つ
、
そ
の
特
色
と
政
治
的
背
景
に
即
し
た

変
容
過
程
に
検
討
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

上
海
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
（
上
海
ド
イ
ツ
学
校
）
は
、
東
ア
ジ
ア
で
最
初
の

ド
イ
ツ
人
学
校
と
し
て
、
一
八
九
五
年
に
創
設
さ
れ
た
。
上
海
に
ド
イ
ツ
人
学
校
が
で
き
た
こ
と
に

よ
り
、
中
国
や
日
本
の
ド
イ
ツ
子
女
に
も
本
国
留
学
や
国
家
試
験
の
受
験
の
道
が
開
か
れ
、
志
願
兵

役
に
も
就
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
志
願
兵
役
に
は
、
実
科
学
校
の
課
程
を
修
了
し
た
者
、

あ
る
い
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
課
程
に
一
定
期
間
在
籍
し
た
者
が
就
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
制
度
は
エ

リ
ー
ト
将
校
へ
の
バ
イ
パ
ス
と
い
わ
れ
、
通
常
三
年
間
の
兵
役
を
一
年
間
で
終
え
、
そ
の
後
は
予
備

役
将
校
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

ド
イ
ツ
外
務
省
の
管
轄
下
に
置
か
れ
て
い
た
同
校
は
、
本
国
の
教
育
、
学
校
改
革
と
連
動
し
な
が

ら
、
学
校
制
度
や
教
育
内
容
を
変
え
て
い
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
、
同
校
を
取
り
巻
く
地
域
と
も
不

可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
。
上
海
は
、「
門
戸
開
放
」
を
基
調
と
す
る
自
由
貿
易
帝
国
主
義
の
拠
点
と

な
り
、
外
国
人
の
自
治
組
織
の
あ
っ
た
共
同
租
界
、
中
国
人
と
の
「
雑
居
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に

「
国
際
的
な
空
間
」
を
形
成
し
て
い
た
。

従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
在
外
ド
イ
ツ
人
学
校
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
か
、

時
代
背
景
と
も
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。
ド
イ
ツ
の
帝
国
主
義
的
膨
張
が
展
開
さ
れ
た
一
九
〇
〇
年

前
後
、
東
ア
ジ
ア
、
南
米
、
西
南
ア
フ
リ
カ
で
は
ド
イ
ツ
学
校
の
創
設
が
相
次
ぐ
。
そ
の
背
景
に

は
、
帝
国
宰
相
ベ
ー
ト
マ
ン
＝
ホ
ル
ベ
ー
ク
に
よ
る
対
外
文
化
政
策
の
発
動
が
あ
っ
た
。
こ
の
対
外

文
化
政
策
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
中
核
と
な
っ
た
の
が
、
文
化
史
家
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
で
あ
る
。
ユ
ル

ゲ
ン
・
ク
ロ
ー
ス
タ
ー
ヒ
ュ
ー
ス
の
著
書
『
平
和
的
な
帝
国
主
義
者
』
は
、
帝
政
期
の
対
外
文
化
政

策
に
つ
い
て
包
括
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
背
景
も
含
め
て
詳
細
に
分
析
し

て
い
る) 1

(

。
ク
ロ
ー
ス
タ
ー
ヒ
ュ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
モ
ロ
ッ
コ
危
機
を
契
機
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
対
外

文
化
政
策
は
外
務
省
の
主
導
の
下
、
積
極
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
帝
政
期
の
対
外

文
化
政
策
は
、
在
外
ド
イ
ツ
人
に
対
す
る
事
業
と
非
ド
イ
ツ
人
に
対
す
る
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
前

者
は
、
教
育
機
関
や
団
体
を
通
じ
て
、
在
外
ド
イ
ツ
人
の
ド
イ
ツ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
喪
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
後
者
は
、
国
外
に
お
い
て
ド
イ
ツ
文
化
の
浸
透
を
は
か
り
、
文
化

的
な
影
響
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
ド
イ
ツ
の
経
済
、
外
交
政
策
を
有
利
に
導
き
、
国
際
的
な
地
位
の

上
昇
を
は
か
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
文
化
と
い
う
「
平
和
的
な
手
段
」
を
用
い
た
帝
国

主
義
的
な
目
標
の
達
成
で
あ
る
。
政
策
の
内
容
は
、
ド
イ
ツ
語
教
育
と
医
療
技
術
、
学
校
制
度
に
重

点
が
置
か
れ
、
対
象
地
域
は
近
東
、
南
米
、
東
ア
ジ
ア
で
あ
っ
た
。

東
ア
ジ
ア
の
拠
点
と
さ
れ
た
の
が
膠
州
湾
租
借
地
で
あ
る
。
中
国
人
に
対
す
る
文
化
政
策
に
つ
い

て
、
ド
イ
ツ
植
民
地
主
義
全
体
の
中
で
位
置
付
け
て
い
る
の
が
、
浅
田
進
史
の
「
第
一
次
世
界
大
戦

以
前
の
ド
イ
ツ
の
対
中
国
文
化
政
策
論
」
で
あ
る) 2

(

。
同
論
文
は
、
対
中
国
文
化
政
策
の
イ
デ
オ
ロ
ー

グ
で
あ
っ
た
、
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ラ
ン
ケ
と
パ
ウ
ル
・
ロ
ー
ア
バ
ッ
ハ
の
言
説
か
ら
、
文
化
政
策
の
論

理
を
導
き
出
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
外
務
省
は
、
清
朝
政
府
の
内
政
改
革
、
と
く
に
教
育
改
革
へ
の
影

響
力
を
高
め
、
中
国
人
の
エ
リ
ー
ト
層
の
な
か
に
親
独
派
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
中
国
市
場
に
お
け

る
ド
イ
ツ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
期
か
ら
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
対
外
文
化
政
策
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
は
、
ク
ル

ト
・
デ
ュ
ー
ヴ
ェ
ル
の
『
ド
イ
ツ
の
対
外
文
化
政
策
』
が
挙
げ
ら
れ
る) 3

(

。
第
一
次
世
界
大
戦
以
降
、

ド
イ
ツ
の
対
外
文
化
政
策
は
「
文
化
伝
道
」
か
ら
「
文
化
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」
へ
と
そ
の
趣
旨
を
変
え

て
い
っ
た
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
政
の
基
本
体
制
は
築
か
れ
て
い
く
な
か
で
、
こ
れ
に
反
発
し
た
保
守

勢
力
は
、
左
傾
化
す
る
政
治
か
ら
独
立
し
た
「
文
化
の
自
治
」
を
叫
ぶ
よ
う
に
な
る
。
帝
政
下
で
は

政
府
主
導
で
行
わ
れ
て
き
た
対
外
文
化
政
策
で
あ
っ
た
が
、
保
守
系
の
民
間
団
体
や
右
翼
団
体
に
よ

る
活
動
が
盛
ん
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
在
外
ド
イ
ツ
人
の
「
ド
イ
ツ
性
」
の
保
護
を
掲
げ
た
在
外
ド

イ
ツ
協
会
は
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
、
ズ
デ
ー
テ
ン
地
方
、
ソ
連
の
ド
イ
ツ
人
の
母
語
教
育
、
学
校
設

立
に
活
動
の
重
点
を
置
い
て
い
た
。

上
海
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
の
軌
跡
（
一
八
九
五―

一
九
四
五
年
）中＊　

村　

綾　

乃

１－１

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕
上
海
／
在
外
ド
イ
ツ
人
学
校
／
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
／
統
制
／
在
外

ド
イ
ツ
性

＊
平
成
一
四
年
度
生　

比
較
社
会
文
化
学
専
攻　

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員



中
村　

上
海
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
の
軌
跡
（
一
八
九
五―

一
九
四
五
年
）

従
来
の
研
究
で
は
、
同
時
代
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
言
説
か
ら
、
対
外
文
化
政
策
を
政
治
的
背
景
に

照
ら
し
合
わ
せ
、
ド
イ
ツ
の
政
治
的
、
経
済
的
な
対
外
拡
張
を
文
化
的
な
側
面
か
ら
支
え
た
主
体
に

焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
、
在
外
ド
イ
ツ
人
を
対
象
と
し
た
学
校
の
制
度
的
拡
充
と

ド
イ
ツ
語
教
育
の
浸
透
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
個
々
の
学
校
の
現
状
が
論
議
の
俎
上
に

あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
稿
で
は
、
学
校
制
度
や
法
改
正
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
ド
イ
ツ
化
や
統
制
と
い
う
政
策
的
な
意
向
が
教
育
現
場
で
ど
の
よ
う
に
実
践
さ

れ
た
か
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
に
即
し
て
検
討
を
加
え
て
い
く
。

第
一
章　

帝
政
期 

第
一
節　

上
海
に
学
校
を
創
る

一
八
九
四
年
の
夏
、
上
海
の
ド
イ
ツ
福
音
教
会
の
牧
師
で
あ
っ
た
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
ッ
ク
マ
ン

は
、
自
宅
に
ド
イ
ツ
人
の
子
供
た
ち
を
集
め
、
ド
イ
ツ
語
の
読
み
書
き
を
教
え
て
い
た
。
こ
の
個
人

授
業
が
ド
イ
ツ
学
校
創
設
の
発
端
と
な
る
。
当
初
一
二
名
の
子
供
た
ち
が
こ
の
個
人
授
業
に
参
加
し

て
い
た
が
、
そ
の
輪
が
次
第
に
広
が
り
、
参
加
希
望
者
は
二
〇
名
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
子
供
た
ち
の
両
親
か
ら
ド
イ
ツ
人
学
校
の
設
立
を
求
め
る
声
が
あ
が
る
。

当
時
の
ド
イ
ツ
総
領
事
は
、
こ
の
要
請
に
応
え
、
外
務
省
に
学
校
創
設
の
た
め
の
申
請
を
行
っ
た
。

上
海
に
い
た
ド
イ
ツ
人
の
な
か
で
、
学
齢
期
の
子
供
を
抱
え
た
両
親
、
ま
た
ド
イ
ツ
系
企
業
の
会

社
員
が
中
心
と
な
り
、
学
校
協
会
が
組
織
さ
れ
る
。
学
校
協
会
は
、
ま
ず
校
舎
を
確
保
し
、
設
備
や

教
材
用
具
を
揃
え
た
後
、
教
職
員
を
募
集
し
た
。
牧
師
の
ハ
ッ
ク
マ
ン
が
校
長
職
に
就
き
、
補
助
教

員
を
会
員
か
ら
募
っ
た
。
一
八
九
五
年
に
入
り
、
ド
イ
ツ
外
務
省
か
ら
学
校
設
置
の
許
可
が
下
り
、

そ
の
た
め
の
補
助
金
が
学
校
協
会
に
送
金
さ
れ
る
。
そ
の
間
、
学
校
協
会
で
は
ビ
ス
マ
ル
ク
の
誕
生

日
に
合
わ
せ
て
開
校
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
た
。
ま
ず
ビ
ス
マ
ル
ク
の
名
前
に
肖
っ
た
校
名
の
使

用
許
可
を
求
め
た
。
ビ
ス
マ
ル
ク
か
ら
署
名
入
り
の
肖
像
画
が
学
校
協
会
に
届
け
ら
れ
、
校
名
を
ビ

ス
マ
ル
ク
・
シ
ュ
ー
レ
と
す
る
旨
が
承
諾
さ
れ
た
。
そ
し
て
ビ
ス
マ
ル
ク
の
八
〇
歳
の
誕
生
日
に
あ

た
る
一
八
九
五
年
四
月
一
日
、
東
ア
ジ
ア
で
最
初
の
ド
イ
ツ
学
校
が
二
三
人
の
生
徒
を
迎
え
て
開
校

し
た
。
し
か
し
ド
イ
ツ
外
務
省
の
記
録
に
は
、
学
校
名
は
上
海
ド
イ
ツ
学
校
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、

ビ
ス
マ
ル
ク
・
シ
ュ
ー
レ
と
い
う
名
称
は
政
府
側
の
意
向
で
破
棄
さ
れ
た
。

上
海
ド
イ
ツ
学
校
は
、
学
校
運
営
の
方
針
と
し
て
①
ド
イ
ツ
語
を
母
語
と
す
る
子
供
を
対
象
と
し

て
、
②
プ
ロ
イ
セ
ン
の
学
校
制
度
に
準
じ
、
③
高
等
教
育
の
準
備
機
関
と
し
、
④
基
礎
学
校
三
年
間

と
実
科
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
九
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
し
た
。
ま
た
⑤
す
べ
て
の
授
業
を
ド
イ
ツ

語
で
行
う
こ
と
、
⑥
宗
派
的
な
属
性
は
持
た
な
い
こ
と
、
⑦
男
女
共
学
を
打
ち
出
し
て
い
た) 4

(

。
実
科

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
は
、
九
年
間
の
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
お
り
、
最
終
学
年
で
は
大
学
入

学
資
格
に
相
当
す
る
ア
ビ
ト
ゥ
ア
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
科
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
ギ
ム
ナ
ジ

ウ
ム
は
、
最
初
の
五
年
間
は
共
通
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
お
り
、
第
一
学
年
で
第
一
外
国

語
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
、
第
四
学
年
か
ら
第
二
外
国
語
と
し
て
古
典
語
で
あ
る
ラ
テ
ン
語
の
授
業
を

履
修
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た) 5

(

。

学
校
協
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
一
年
度
の
全
校
生
徒
数
五
二
名
の
う
ち
ド
イ
ツ
人
の
生
徒

が
三
六
名
、
ド
イ
ツ
人
以
外
の
生
徒
が
一
六
名
と
な
っ
て
い
る
。
母
語
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
両
親

の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
両
親
と
も
ド
イ
ツ
語
を
母
語
と
し
て
い
る
生
徒
が
四
三
名
、
残
り
九
名
が

両
親
と
も
ド
イ
ツ
語
を
話
さ
な
い
家
庭
に
育
っ
て
い
た) 6

(

。
同
校
で
は
一
九
〇
二
年
度
以
降
、
全
生
徒

の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
数
で
ド
イ
ツ
語
を
母
語
と
し
な
い
子
供
の
入
学
を
認
め
る
方
針
を
打
ち
出

し
た
。
そ
の
割
合
に
上
限
を
設
け
た
理
由
は
、
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
授
業
進
行
を
円
滑
に
行
い
、
生
徒

の
ド
イ
ツ
語
力
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
で
あ
っ
た
。

一
般
に
、
生
徒
の
社
会
的
出
自
を
は
か
る
指
標
と
な
る
の
は
、
父
親
の
職
業
で
あ
る
。
上
海
ド
イ

ツ
学
校
の
場
合
、
生
徒
の
父
親
の
職
業
は
商
人
や
貿
易
商
で
あ
る
者
が
多
く
、
中
間
層
に
該
当
す

る
生
徒
が
大
半
を
占
め
た) 7

(

。
彼
ら
の
多
く
が
ハ
ン
ブ
ル
ク
や
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
、
ブ
レ
ー
メ
ン
な
ど
の

ハ
ン
ザ
都
市
の
出
身
で
あ
っ
た
た
め
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
家
庭
の
生
徒
が
多
数
派
を
形
成
し
て
い

た
。
し
か
し
規
約
に
あ
る
通
り
、
学
校
自
体
は
宗
派
的
な
属
性
は
持
た
ず
、
カ
ト
リ
ッ
ク
や
ギ
リ
シ

ア
正
教
の
生
徒
も
在
籍
し
て
い
た
。
同
じ
時
期
、
本
国
の
学
校
の
大
半
は
宗
派
学
校
で
あ
っ
た
。
教

師
も
生
徒
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
だ
け
、
あ
る
い
は
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
け
と
い
う
よ
う
に
宗
派
に
よ
っ
て

分
離
さ
れ
て
い
た
。
文
化
闘
争
後
の
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
、
自
由
主
義
者
を
中
心
と
し
て
宗
派
混
合
学

校
の
普
及
が
目
指
さ
れ
た
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
の
反
対
が
強
く
、
宗
派
混
合
学
校
は
浸
透
し

な
か
っ
た
。
一
八
八
六
年
か
ら
一
九
〇
六
年
の
間
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
場
合
、
就
学
年
齢
の
人
口

九
割
が
同
宗
派
の
学
校
に
通
い
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
お
い
て
は
九
割
超
の
子
供
が
同
宗
派
の
学
校

に
通
い
、
宗
派
混
合
学
校
の
人
気
は
い
た
っ
て
低
か
っ
た
と
い
え
る) 8

(

。
た
だ
学
校
に
お
け
る
「
宗
派

平
等
」
は
、
上
海
に
お
い
て
「
進
歩
的
な
」
政
策
が
意
図
的
に
導
入
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
カ
ト
リ
ッ

ク
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
ド
イ
ツ
学
校
の
新
設
は
難
し
か
っ
た
た
め
に
、
結
果
的
に
先
ん
じ
た
こ
と

と
な
る
。
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人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　

第
一
三
巻　

二
〇
一
〇
年

第
二
節　

上
海
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ

　

上
海
ド
イ
ツ
学
校
は
、
開
校
当
初
か
ら
借
家
を
校
舎
と
し
て
使
用
し
、
牧
師
兼
校
長
の
ハ
ッ
ク
マ

ン
と
二
名
の
父
母
が
持
ち
回
り
で
授
業
を
担
当
し
た
。
授
業
科
目
は
、
ド
イ
ツ
語
の
読
み
書
き
や
簡

単
な
算
数
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
授
業
が
主
で
あ
り
、
図
画
や
唱
歌
、
体
育
、
女
子
生
徒
を
対
象

と
し
た
針
仕
事
な
ど
も
補
習
授
業
と
し
て
行
わ
れ
た
。
学
年
別
の
学
級
編
成
は
実
現
せ
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
の
生
徒
の
習
熟
度
や
希
望
に
応
じ
て
授
業
科
目
を
選
択
さ
せ
て
い
た
。
ま
た
ハ
ッ
ク
マ
ン
を
含
め

三
名
と
も
教
員
資
格
は
有
し
て
い
な
か
っ
た
。 

一
九
〇
一
年
一
〇
月
、
ハ
ッ
ク
マ
ン
が
帰
国
し
、
同
じ
く
牧
師
の
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ボ
ー
エ
が

教
会
と
校
長
職
を
兼
任
す
る
形
で
引
き
継
い
だ
。
ま
た
専
門
科
目
を
教
え
る
こ
と
の
で
き
る
教
員

を
確
保
す
る
た
め
に
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
在
住
の
ド
イ
ツ
人
教
員
を
一
名
、
さ
ら
に
本
国
か
ら
一

名
を
招
聘
し
た
。
生
徒
数
の
増
加
に
伴
い
、
教
室
の
確
保
と
設
備
拡
充
の
必
要
か
ら
、
一
九
〇
一
年

に
新
校
舎
に
移
転
す
る
。
し
か
し
校
庭
の
ス
ペ
ー
ス
を
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、
生
徒
た
ち
は
休
み
時

間
に
な
る
と
道
路
や
隣
接
し
て
い
た
ホ
テ
ル
の
中
庭
で
遊
ぶ
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
状
況
を

憂
慮
し
た
学
校
協
会
は
、
校
庭
を
設
置
す
る
た
め
の
土
地
購
入
を
決
議
し
た
。
学
校
の
近
隣
に
、
校

庭
と
体
育
館
が
創
設
で
き
る
土
地
を
確
保
し
た
が
、
土
地
購
入
に
か
か
る
資
金
繰
り
が
問
題
と
な
っ

た
。
折
し
も
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
と
皇
后
は
銀
婚
式
を
迎
え
、
ド
イ
ツ
皇
室
か
ら
の
寄
付
金
に
よ

り
新
校
舎
設
立
の
た
め
の
土
地
購
入
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
皇
室
か
ら
の
寄
付
金
に
あ
や
か
り
、

一
九
〇
六
年
度
よ
り
学
校
名
を
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
と
改
称
し
た
。
こ
の
改
称

を
期
と
し
て
、
運
営
母
体
の
ド
イ
ツ
福
音
教
会
か
ら
独
立
し
て
い
く
。
校
舎
内
に
あ
っ
た
牧
師
用
の

個
室
は
取
り
払
わ
れ
、
宗
教
の
授
業
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
生
徒
の
み
を
対
象
と
し
た
課
外
授
業

と
し
、
参
加
は
任
意
と
し
た
。
こ
う
し
て
同
校
は
、
教
会
組
織
か
ら
の
分
離
を
は
か
り
、
宗
教
色
は

払
拭
さ
れ
て
い
っ
た) 9

(

。
な
お
本
国
で
は
、
学
校
と
教
会
の
分
離
が
叫
ば
れ
、
公
教
育
の
監
督
権
を
教

会
か
ら
国
家
へ
移
行
す
る
べ
く
改
革
が
推
し
進
め
ら
れ
た
の
は
、
一
一
月
革
命
の
最
中
の
こ
と
で

あ
っ
た)10

(

。

開
校
当
初
の
教
員
採
用
は
現
地
採
用
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
〇
年
前
後
か
ら
ド
イ
ツ
外
務
省
を
通

じ
て
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
国
か
ら
の
教
員
招
聘
は
、
授
業
の
専
門
性
と
水
準
の
向
上

を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
一
一
年
一
一
月
に
は
、
就
学
前
の
幼
児
を
対
象
に
ド
イ
ツ
語

の
会
話
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
目
的
で
幼
稚
園
が
附
設
さ
れ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
の
前
年
、

一
九
一
三
年
に
は
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
の
全
校
生
徒
数
は
一
一
二
名
に
達
し
、

幼
稚
園
か
ら
実
科
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
第
九
学
年
ま
で
の
す
べ
て
の
学
級
編
成
が
実
現
す
る
。

第
三
節　

第
一
次
世
界
大
戦

第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
は
、
中
国
在
住
ド
イ
ツ
人
の
生
活
の
基
盤
を
大
き
く
揺
る
が
す
こ
と
と

な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
戦
争
勃
発
が
報
じ
ら
れ
た
一
九
一
四
年
八
月
、
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
の
学
校
長
は
教
員
一
名
を
同
伴
し
て
、
ジ
ャ
ワ
で
休
暇
を
過
ご
し
て
い
た
。

加
え
て
二
名
の
常
勤
教
員
が
ド
イ
ツ
へ
帰
省
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
学
校
長
を
含
め
た
四
名
が
休
暇

先
で
足
止
め
と
な
る
。
ま
た
上
海
に
残
っ
て
い
た
男
性
教
員
に
お
い
て
も
、
志
願
兵
と
し
て
戦
場
と

な
っ
た
青
島
へ
赴
く
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
教
員
不
在
の
た
め
に
冬
学
期
か
ら
の
授
業
続
行
が
困
難

な
状
況
と
な
っ
た
。
学
校
協
会
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
牧
師
に
臨
時
校
長
職
を
依
頼
し
た
。

さ
ら
に
上
海
に
残
っ
た
ド
イ
ツ
人
家
庭
の
主
婦
の
な
か
か
ら
、
高
等
教
育
を
受
け
た
者
や
教
職
経
験

者
を
募
り
、
臨
時
採
用
し
た
。
教
員
不
足
が
続
く
な
か
で
、
青
島
か
ら
の
避
難
民
の
子
供
た
ち
の

転
入
に
よ
っ
て
生
徒
数
は
倍
増
し
た
た
め
、
全
員
を
収
容
で
き
る
教
室
や
教
科
書
を
確
保
で
き
な
く

な
っ
た
。
ま
ず
教
室
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
人
ク
ラ
ブ
の
建
物
の
一
部
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
無
制
限
潜
水
艦
作
戦
の
発
動
宣
言
を
受
け
て
、
ア
メ
リ
カ
が
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
を
し

た
の
は
一
九
一
七
年
四
月
で
あ
っ
た
。
中
国
は
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
三
ヶ
月
遅
れ
て
、
ド
イ
ツ
に
宣
戦

布
告
し
、
連
合
国
側
に
加
わ
っ
て
い
る
。
中
国
が
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
し
た
後
も
、
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
を
含
む
在
中
ド
イ
ツ
学
校
全
校
に
お
い
て
、
戦
時
中
の
学
校
運
営
の
継
続
が

認
め
ら
れ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
ド
イ
ツ
の
敵
国
と
な
っ
た
国
の
生
徒
に
つ
い
て
も
、

退
学
や
転
学
は
問
題
と
は
な
ら
ず
、
引
き
続
き
在
籍
し
て
い
た)11

(

。

　

一
九
一
九
年
三
月
、
上
海
の
共
同
租
界
に
お
け
る
ド
イ
ツ
人
の
商
取
引
や
業
務
の
停
止
、
カ
イ

ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
の
閉
鎖
が
宣
告
さ
れ
、
学
校
長
を
は
じ
め
と
す
る
教
職
員
に
強

制
退
去
の
勧
告
が
下
さ
れ
た
。
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
の
運
営
母
体
で
あ
っ
た
学

校
協
会
の
会
員
の
大
半
も
家
族
と
と
も
に
帰
国
し
た
た
め
、
全
校
生
徒
は
一
八
名
ま
で
減
少
し
、
附

属
の
幼
稚
園
は
閉
鎖
と
な
っ
た
。
押
収
さ
れ
た
校
舎
は
、
同
済
徳
文
医
学
堂
に
引
き
継
が
れ
た
。
さ

し
あ
た
り
教
会
や
個
人
邸
宅
を
間
借
り
し
て
個
人
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
学
校
閉
鎖
が
さ
さ
や

か
れ
て
い
た)12

(

。

一
九
二
一
年
五
月
二
〇
日
、「
平
和
状
態
回
復
の
た
め
の
ド
イ
ツ
・
中
国
条
約
」
が
北
京
で
調
印

さ
れ
、
両
国
間
の
国
交
の
正
常
化
が
は
か
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ
は
、
他
の
欧
米
諸
国
に
先
駆
け
て
中
国

と
の
「
不
平
等
条
約
」
を
改
正
し
た
。
中
国
在
住
ド
イ
ツ
人
の
治
外
法
権
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
中
国
人
の
親
独
感
情
が
高
ま
っ
た
。
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
戦
後
引
揚
げ
た
貿
易
商
も
、
商
売

を
再
開
す
る
た
め
に
上
海
に
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
。

カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
で
は
、
戦
時
中
に
校
長
代
理
を
務
め
て
い
た
牧
師
の

１－３



中
村　

上
海
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
の
軌
跡
（
一
八
九
五―

一
九
四
五
年
）

オ
ッ
ト
ー
・
シ
ュ
ル
ツ
ェ
が
中
心
と
な
り
、
学
校
の
再
建
が
は
か
ら
れ
た
。
そ
し
て
学
校
協
会
が

独
中
間
の
国
交
回
復
を
盾
に
交
渉
を
重
ね
た
結
果
、
一
九
二
二
年
一
月
、
押
収
さ
れ
て
い
た
敷
地

と
校
舎
、
設
備
の
返
還
が
実
現
し
、
同
年
二
月
よ
り
元
の
校
舎
で
授
業
が
行
わ
れ
る
運
び
と
な
る
。

一
九
二
五
年
度
以
降
、
再
び
生
徒
数
は
一
〇
〇
名
を
越
え
る
よ
う
に
な
り
、
附
属
の
幼
稚
園
も
再
開

さ
れ
た)13

(

。

第
二
章　

ヴ
ァ
イ
マ
ル
期

第
一
節　

教
育
改
革
と
「
故
郷
の
時
間
」

ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
教
育
改
革
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
が
掲
げ
た
教
育
の
機
会
均
等
、
学
校
と
教
会

の
分
離
を
前
提
と
し
て
い
た
。
一
九
二
〇
年
の
全
国
教
育
会
議
に
お
い
て
出
さ
れ
た
具
体
案
に
沿
っ

て
、
就
学
や
進
学
、
学
校
運
営
、
制
度
的
な
改
革
が
な
さ
れ
た
。
就
学
や
進
学
は
、
両
親
の
経
済

的
、
社
会
的
地
位
で
は
な
く
、
子
供
の
能
力
や
素
質
が
基
準
と
な
る
べ
き
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
就

学
義
務
は
、
基
礎
学
校
と
そ
れ
に
接
続
す
る
一
八
歳
ま
で
の
期
間
と
し
、
国
民
学
校
の
学
費
お
よ
び

教
材
は
無
償
化
と
な
っ
た
。
ま
た
義
務
教
育
の
う
ち
の
基
礎
学
校
の
三
年
間
は
四
年
間
へ
と
延
長
さ

れ
た
。
さ
ら
に
国
民
学
校
に
お
け
る
宗
派
平
等
の
原
則
を
打
ち
出
し
、
宗
教
科
目
に
つ
い
て
は
、
正

規
科
目
と
し
な
が
ら
も
、
教
師
お
よ
び
生
徒
と
も
に
強
制
さ
れ
な
い
も
の
と
し
て
い
る)14

(

。

教
育
改
革
に
お
い
て
、
社
会
的
出
自
や
宗
派
の
対
立
が
背
後
に
退
い
た
の
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の

対
立
を
乗
り
越
え
た
「
ド
イ
ツ
人
」
と
し
て
の
文
化
と
教
養
、
そ
れ
を
基
盤
と
す
る
国
民
意
識
が
前

面
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
改
革
の
構
想
は
、
中
等
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
と
し
て
具
体

化
し
た
。
た
と
え
ば
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
実
科
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
は
、
古
典
文
化
教
育
へ
の
傾
斜

に
対
す
る
批
判
が
起
こ
り
、
ラ
テ
ン
語
の
授
業
時
間
数
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
そ
の
代
わ
り
と
し
て

ド
イ
ツ
語
、
地
理
・
歴
史
の
授
業
時
間
が
増
や
さ
れ
た
。

学
校
運
営
に
お
け
る
宗
派
平
等
の
原
則
は
、
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
で
は
開
校

時
よ
り
導
入
さ
れ
て
お
り
、
教
会
と
の
分
離
に
つ
い
て
も
本
国
に
先
駆
け
て
実
現
し
て
い
た
。
基
礎

学
校
の
期
間
の
延
長
、
古
典
言
語
の
授
業
時
間
数
の
削
減
と
ド
イ
ツ
語
、
地
理
・
歴
史
科
目
の
授
業

時
間
数
の
増
加
は
、
本
国
の
学
校
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
行
わ
れ
る
。
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
変
に
加

え
て
、
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
で
は
ド
イ
ツ
語
を
第
一
言
語
と
し
な
い
生
徒
の
た

め
に
、
彼
ら
を
対
象
と
し
た
ド
イ
ツ
語
の
補
習
授
業
を
設
け
た
。
ま
た
一
九
二
三
年
六
月
の
父
母
会

で
は
、
第
一
外
国
語
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
な
く
、
実
用
性
の
高
い
英
語
を
導
入
す
る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に 

一
九
三
一
年
度
よ
り
、
中
国
人
教
員
に
よ
る

中
国
語
の
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
た
。

カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
で
は
、
本
国
の
教
育
改
革
を
反
映
し
な
が
ら
も
、
両
親

の
希
望
や
地
域
性
を
踏
ま
え
て
、
独
自
の
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
た
。
上
海
に
拠
点
を
置

い
て
商
業
活
動
に
従
事
し
て
い
た
ド
イ
ツ
商
人
は
、
日
常
的
に
英
語
を
用
い
て
お
り
、
本
国
で
暮
ら

す
よ
り
も
英
語
の
実
用
性
は
高
か
っ
た
。
上
海
の
ド
イ
ツ
商
人
が
子
供
の
外
国
語
科
目
の
選
択
に
お

い
て
、
実
用
性
に
重
き
を
置
い
て
い
た
こ
と
も
、
商
人
を
中
心
と
す
る
社
会
層
を
反
映
し
た
も
の
で

あ
る
。

ま
た
同
じ
時
期
、
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
独
自
の
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て

「
故
郷
の
時
間
」
が
設
け
ら
れ
た
。「
故
郷
の
時
間
」
は
、
ド
イ
ツ
国
外
で
生
ま
れ
育
ち
、
ド
イ
ツ
を

訪
れ
た
こ
と
の
な
い
生
徒
を
対
象
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
地
理
や
歴
史
、
文
化
を
学
ぶ
時
間
と
さ
れ
た
。

授
業
時
間
は
通
常
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
組
み
込
ま
れ
ず
、
放
課
後
の
時
間
を
使
っ
て
行
わ
れ
た
。

具
体
的
な
授
業
内
容
は
、
ド
イ
ツ
の
風
景
や
建
築
物
の
写
真
映
像
、
文
学
作
品
な
ど
を
鑑
賞
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
風
景
や
建
築
物
、
文
学
作
品
や
歴
史
な
ど
文
化
的
背
景
を
共
有
す
る
こ
と
が
、

国
民
意
識
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
寄
与
す
る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る)15

(

。

第
二
節　

多
文
化
的
背
景
を
持
つ
子
供
た
ち

カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
は
、
開
校
時
に
掲
げ
た
学
校
規
約
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ

語
を
母
語
と
し
な
い
生
徒
を
全
生
徒
の
四
分
の
一
を
上
回
ら
な
い
割
合
で
受
け
入
れ
る
と
し
て
い

た
。
し
か
し
そ
の
規
約
は
厳
格
に
は
遵
守
さ
れ
て
お
ら
ず
、
両
親
の
い
ず
れ
か
が
ド
イ
ツ
人
と
い
う

家
庭
の
子
供
を
含
め
る
と
、
そ
の
割
合
は
上
限
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
同
校
に
は
、
中
国

人
ば
か
り
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
北
欧
、
ロ
シ
ア
系
の
母
親
を
持
つ
ド
イ
ツ
国
籍
の

生
徒
も
多
く
、
彼
ら
は
複
数
の
言
語
を
習
得
し
て
い
た
。
一
九
三
一
年
の
調
査
で
は
、
ド
イ
ツ
語
を

母
語
の
一
つ
と
す
る
、
す
な
わ
ち
少
な
く
と
も
両
親
の
い
ず
れ
か
が
ド
イ
ツ
語
を
話
す
と
い
う
生
徒

は
全
校
生
徒
二
一
六
名
の
う
ち
一
八
五
名
で
あ
っ
た
。
残
り
の
三
一
名
、
全
体
の
一
四
％
の
生
徒
は
、

両
親
と
も
ド
イ
ツ
語
を
話
さ
な
い
と
い
う
家
庭
環
境
に
あ
っ
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
「
権
力
掌
握
」
の

年
、
一
九
三
三
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
語
を
母
語
と
し
な
い
生
徒
の
割
合
は
全
体
の
二
二
％

に
増
え
て
い
る
。
同
じ
年
、
生
徒
の
民
族
的
系
譜
の
調
査
も
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
両
親
と
も
ド
イ
ツ
人
と
い
う
生
徒
が
一
二
六
名
、
両
親
の
い
ず
れ
か
が
ド
イ
ツ
人
と
い
う
生

徒
が
五
三
名
、
両
親
と
も
非
ド
イ
ツ
人
と
い
う
生
徒
が
三
三
名
で
あ
っ
た
。
宗
派
の
調
査
で
は
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
一
八
八
名
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
二
九
名
、
ギ
リ
シ
ア
正
教
が
二
二
名
、
そ
れ
以
外
の

宗
教
を
信
仰
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
無
宗
教
で
あ
る
と
回
答
し
た
生
徒
は
二
二
名
い
た
。
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一
〇
年

　

一
九
三
三
年
に
行
わ
れ
た
調
査
で
は
、
同
学
年
に
お
い
て
、
最
年
少
と
最
年
長
の
生
徒
で
は
平
均

し
て
二
歳
か
ら
三
歳
ほ
ど
年
齢
の
開
き
が
あ
り
、
卒
業
時
に
そ
の
年
齢
差
は
縮
ま
っ
て
い
る
（
参
照

表
１
）。
ま
た
就
学
年
齢
に
達
す
る
前
に
入
学
さ
せ
て
い
る
例
も
多
い
た
め
、
こ
の
早
期
入
学
が
各

学
年
の
在
籍
生
徒
の
平
均
年
齢
を
下
げ
る
要
因
と
も
な
っ
て
い
た
。
早
期
入
学
に
加
え
、
留
年
や
落

第
も
ま
た
、
同
一
学
年
の
年
齢
差
を
生
み
出
す
要
因
と
な
っ
て
い
た)16

(

。
こ
の
所
属
学
年
と
年
齢
の
調

査
記
録
を
本
国
の
学
校
と
比
較
し
て
み
る
と
、
同
学
年
に
お
け
る
平
均
年
齢
は
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
の
生
徒
の
方
が
低
く
、
卒
業
時
に
は
二
年
近
く
の
年
齢
差
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り

カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
に
在
籍
す
る
生
徒
の
方
が
早
期
入
学
の
生
徒
が
多
く
、
落

第
や
留
年
す
る
生
徒
は
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
比
較
の
対
象
と
し
た
本
国
の
学
校
は
、
プ

ロ
イ
セ
ン
の
同
類
型
の
学
校
で
あ
る
）
17
（

。
す
な
わ
ち
開
校
当
初
か
ら
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
授
業
進
行
に
支

障
を
き
た
す
と
さ
れ
て
い
た
非
ド
イ
ツ
系
の
生
徒
の
存
在
は
、
全
体
的
な
レ
ヴ
ェ
ル
低
下
や
進
度
の

遅
れ
に
は
つ
な
が
っ
て
は
お
ら
ず
、
む
し
ろ
本
国
の
学
校
よ
り
も
、
退
学
や
留
年
率
は
低
か
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

第
三
章　

ナ
チ
期

第
一
節　

統
制
と
特
別
授
業

ド
イ
ツ
は
各
州
が
文
部
省
を
持
ち
、
そ
の
州
の
教
育
機
関
を
管
轄
し
て
い
た
。
ナ
チ
党
は
こ
の
州

の
独
立
性
を
弱
め
、
中
央
へ
の
権
力
の
集
中
化
を
は
か
る
。
学
校
教
育
に
お
い
て
も
国
家
的
統
一
を

実
現
す
る
べ
く
、
一
九
三
四
年
四
月
、
中
央
政
府
の
文
部
省
に
相
当
す
る
ド
イ
ツ
学
術
・
教
育
・
国

民
教
育
省
が
新
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
年
一
二
月
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
文
部
省
は
中
央
政
府
の
ド
イ
ツ

文
部
省
に
結
合
さ
れ
た
。
学
校
監
督
は
、
州
の
文
化
高
権
が
廃
止
さ
れ
、
中
央
政
府
へ
の
集
中
化
が

行
わ
れ
た)18

(

。

ナ
チ
党
は
、
学
校
の
責
務
は
個
人
の
利
益
と
な
る
知
識
や
技
能
を
伝
達
す
る
の
で
は
な
く
、「
民

族
共
同
体
」
に
奉
仕
す
る
人
材
の
育
成
に
あ
る
も
の
と
し
た
。
民
族
共
同
体
の
構
成
員
と
し
て
の

自
覚
を
養
う
授
業
科
目
と
し
て
、
ド
イ
ツ
語
、
郷
土
史
、
歴
史
、
地
理
、
生
物
学
の
授
業
時
間
の
配

分
が
拡
大
さ
れ
た
。
ま
た
ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
、
労
働
奉
仕
、
従
軍
に
お
け
る
訓
練
と
対
応
し

て
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
体
育
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
女
子
教
育
に
お
い

て
は
、
女
子
は
「
健
全
な
母
」
と
し
て
国
家
に
奉
仕
す
べ
き
と
い
う
基
本
方
針
か
ら
、
高
等
学
校
に

お
け
る
専
門
教
育
や
大
学
教
育
は
制
限
さ
れ
た
。
一
九
三
七
年
度
以
降
、
す
べ
て
の
中
等
教
育
機
関

で
第
一
外
国
語
を
英
語
と
し
、
ラ
テ
ン
語
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
通
う
男
子
を
例
外
と
し
て
必
須
科
目

１－５

表１

　在籍生徒の月齢調査（1933年10月１日実施）

学年
就学年齢*
（満・歳）

最年少
（歳・ヶ月）

最年長
（歳・ヶ月）

KWS平均
（歳・ヶ月）

ドイツ平均**
（歳・ヶ月）

Ⅸ ６ ５・10 ８・１ ６・９ －

Ⅷ ７ ７・０ ９・７ ７・10 －

Ⅶ ８ ７・10 11・10 ８・10 －

Ⅵ ９ ８・８ 11・９ 10・３ 11・０

Ⅴ 10 10・３ 12・８ 11・４ 12・１

Ⅳ 11 11・２ 14・７ 12・３ 13・０

UⅢ 12 12・２ 14・９ 13・６ 13・11

OⅢ 13 13・９ 15・11 14・６ 14・10

UⅡ 14 14・０ 17・10 15・７ 15・10

OⅡ 15 14・８ 17・１ 15・８ 16・10

UⅠ 16 17・１ 17・９ 17・５ 17・10

OⅠ 17 17・０ 17・10 17・４ 19・２
*通常の学校制度において満６歳で入学し、年度ごとに進級した場合　
**プロイセンの高等教育機関を対象とした調査による平均年齢

Ostasiatische Rundschau, Jg. 15. Nr. 5. Hamburg 1. März 1934, S.103. より作成



中
村　

上
海
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
の
軌
跡
（
一
八
九
五―

一
九
四
五
年
）

で
は
な
く
な
っ
た
。
翌
三
八
年
度
よ
り
、
中
等
学
校
の
就
学
期
間
は
九
年
間
か
ら
八
年
間
へ
と
短
縮

さ
れ
、
戦
争
の
長
期
化
を
背
景
と
し
て
、
一
九
四
三
年
に
は
さ
ら
に
一
年
間
短
縮
さ
れ
た
。

「
非
ア
ー
リ
ア
人
」
の
生
徒
に
つ
い
て
は
、
ユ
ダ
ヤ
系
の
生
徒
の
場
合
、「
混
血
の
ユ
ダ
ヤ
人
」
と

「
純
粋
な
ユ
ダ
ヤ
人
」、
ド
イ
ツ
国
籍
保
有
者
と
外
国
籍
保
有
者
に
分
類
さ
れ
、
段
階
付
け
ら
れ
た

処
遇
が
設
け
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
、
一
九
三
三
年
五
月
以
降
、「
非
ア
ー
リ
ア
人
」

の
生
徒
は
全
校
生
徒
数
の
一
．
五
％
を
上
回
ら
な
い
人
数
ま
で
制
限
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。「
ア
ー

リ
ア
人
」
の
定
義
は
、
こ
の
覚
書
が
発
せ
ら
れ
る
一
月
前
に
公
布
さ
れ
た
職
業
官
吏
再
建
法
の
規
定

に
従
う
も
の
と
し
て
お
り
、
祖
父
母
の
代
ま
で
遡
り
、「
ア
ー
リ
ア
人
」
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
以
外
の
国
籍
を
持
つ
者
、
非
ド
イ
ツ
人

と
の
混
合
婚
に
よ
る
子
供
も
ま
た
「
非
ア
ー
リ
ア
人
」
の
範
疇
に
含
め
ら
れ
、
学
校
全
体
の
一
．
五
％

を
上
限
と
し
た
範
囲
で
の
受
け
入
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
ユ
ダ
ヤ
系
の
生
徒
に
つ
い
て
は
、
大
幅
な

人
数
制
限
を
課
す
に
留
ま
ら
ず
、
公
教
育
の
場
か
ら
完
全
に
排
斥
さ
れ
て
い
く
。

カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
の
生
徒
は
、
国
籍
の
み
な
ら
ず
、
文
化
的
に
も
多
種

多
様
な
背
景
を
持
つ
子
供
が
多
く
、
学
校
は
ナ
チ
党
の
唱
え
る
人
種
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
の
ア
ン
チ
・

テ
ー
ゼ
の
よ
う
な
様
相
を
帯
び
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
教
育
現
場
で
、
ど
の
よ
う
に
ナ
チ
党
政
府
の

意
向
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
九
三
三
年
九
月
の
新
学
期
、
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
は
一
〇
週
間
の
特
別
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。
こ
の
特
別
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
全
学
年
の
生
徒
を
対
象
と
し
て
、
国

語
と
歴
史
の
授
業
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
歴
史
の
時
間
で
は
、
担
当
教
員
が
第
一
次
世
界
大
戦
以

後
の
ド
イ
ツ
の
状
況
と
初
期
の
ナ
チ
ズ
ム
運
動
の
軌
跡
、
そ
し
て
一
九
三
三
年
一
月
三
〇
日
の
ヒ
ト

ラ
ー
の
「
権
力
掌
握
」
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
国
語
の
時
間
は
、「
民
族
国
家
と
生
存

圏
」
を
核
と
し
た
ナ
チ
ズ
ム
の
世
界
観
を
テ
ー
マ
と
し
た
授
業
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
自
己
主
張
や
表

現
の
訓
練
と
し
て
、
講
堂
で
特
別
授
業
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
特
別
授
業
の
具
体
的
な
内
容
は
、
一
人

一
人
が
壇
上
で
詩
の
暗
誦
や
ス
ピ
ー
チ
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
特
別
授
業
の
導
入
に

よ
り
、
以
前
は
物
怖
じ
し
て
い
た
生
徒
も
討
論
に
積
極
的
に
加
わ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
そ
の
効
果

は
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
た
。
秋
に
は
ド
イ
ツ
帝
国
青
少
年
競
技
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は

走
行
と
跳
躍
、
投
擲
の
三
つ
の
種
目
に
お
い
て
の
身
体
の
鍛
錬
度
を
競
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
全
生
徒
を
対
象
と
し
て
、「
午
後
の
ス
ポ
ー
ツ
」
に
参
加
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
ナ
チ

党
上
海
支
部
の
ス
ポ
ー
ツ
部
門
と
共
催
で
練
習
試
合
な
ど
も
行
わ
れ
た)19

(

。
さ
ら
に
翌
三
十
四
年
度
か

ら
は
、「
権
力
掌
握
」
記
念
日
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
誕
生
日
、「
国
民
的
労
働
の
日
」
等
の
ナ
チ
党
の
記
念

日
が
学
校
行
事
に
組
み
込
ま
れ
、
祝
賀
会
や
式
典
が
催
さ
れ
た)20

(

。
ビ
ス
マ
ル
ク
が
招
集
し
た
帝
国
議

会
の
開
催
日
に
合
わ
せ
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
「
権
力
掌
握
」
後
の
最
初
の
国
会
を
ポ
ツ
ダ
ム
で
招
集
し
、

一
九
三
三
年
以
降
、
こ
の
日
は
「
ポ
ツ
ダ
ム
の
日
」
と
な
る
。
上
海
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・

シ
ュ
ー
レ
に
お
い
て
も
、「
ポ
ツ
ダ
ム
の
日
」
に
は
、
毎
年
式
典
が
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
九
三
三
年
の
秋
か
ら
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
・
ク
ラ
ブ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
青
少

年
組
織
が
ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
と
し
て
一
元
化
さ
れ
た
。
同
年
一
一
月
五
日
、
ナ
チ
党
上
海
支

部
か
ら
ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
に
団
旗
が
謹
呈
さ
れ
、
団
員
一
人
一
人
に
は
指
小
旗
が
手
渡
さ
れ

た
。
ま
た
ド
イ
ツ
系
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
の
活
動
の
場
を
提
供

す
べ
く
、
教
会
の
建
物
の
一
部
を
貸
し
与
え
た
。
そ
の
教
会
の
一
室
は
、「
ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン

ト
の
家
」
と
呼
ば
れ
、
壁
に
は
ヒ
ト
ラ
ー
と
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
、
そ
し
て
ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト

指
導
者
シ
ー
ラ
ッ
ハ
の
三
つ
の
肖
像
画
が
飾
ら
れ
た)21

(

。

通
常
の
ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
の
活
動
が
金
曜
日
の
午
後
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
た
め
に
、
そ

の
日
の
学
校
の
通
常
授
業
は
午
前
中
の
み
と
し
、
宿
題
を
課
さ
な
い
こ
と
な
ど
が
取
り
決
め
ら
れ

た
。
さ
ら
に
学
校
側
は
、
金
曜
日
の
午
後
の
ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
の
活
動
の
た
め
に
、
校
庭
や

体
育
館
、
教
室
を
提
供
し
た
。
ま
た
「
ド
イ
ツ
青
年
の
日
」
に
は
、
遠
足
旅
行
や
ハ
イ
キ
ン
グ
が
企

画
さ
れ
た
。
こ
の
行
事
に
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
の
団
員
で
は
な
い
生
徒
も
参
加
を
希
望
し

た
た
め
、
学
校
は
終
日
休
校
と
な
っ
た
。
こ
の
「
ド
イ
ツ
青
年
の
日
」
の
特
別
行
事
は
年
六
回
を
数

え
、
教
員
を
同
伴
せ
ず
に
生
徒
の
み
で
旅
行
や
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
て
い
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン

ト
の
定
期
的
な
活
動
の
ひ
と
つ
に
、
毎
週
水
曜
の
午
後
に
行
わ
れ
て
い
た
「
夕
べ
の
集
い
」
が
あ
っ

た
。
こ
の
時
間
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
ナ
チ
党
の
歴
史
に
関
す
る
本
を
読
ん
だ
り
、
映
画
鑑
賞
、
あ
る
い

は
ド
イ
ツ
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
聴
い
た
り
し
た
。「
夕
べ
の
集
い
」
の
活
動
内
容
、
水
曜
日
の
午
後
と

い
う
日
時
設
定
は
、
本
国
の
ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
と
同
じ
で
あ
る
。

ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
で
は
、
制
服
や
党
章
、
党
旗
な
ど
は
本
国
と
同
じ
も
の
が
導
入
さ
れ
、

制
度
は
も
と
よ
り
活
活
動
内
容
、
活
動
に
日
時
の
設
定
も
本
国
の
そ
れ
に
準
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
の
構
成
員
は
、
本
国
と
は
異
な
っ
た
。
一
九
三
九
年
度
の
上
海
ヒ
ト

ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
の
活
動
報
告
に
よ
れ
ば
、
団
員
一
五
二
名
（
男
子
七
七
名
、
女
子
七
五
名
）
に

加
え
て
、「
ゲ
ス
ト
団
員
」
と
し
て
非
ド
イ
ツ
系
の
青
少
年
二
三
名
が
入
団
し
て
い
た
の
で
あ
る)22

(

。

第
二
節　

教
師
像

ナ
チ
党
上
海
支
部
の
創
設
者
の
一
人
で
あ
り
、
全
東
ア
ジ
ア
支
部
を
統
括
し
た
フ
ラ
ン
ツ
・
ハ
ー

ゼ
ネ
ー
ル
は
、
在
外
ド
イ
ツ
学
校
の
教
員
人
事
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
提
言
を
し
て
い
る
。「
東

ア
ジ
ア
の
在
外
ド
イ
ツ
学
校
の
教
員
は
、
現
地
社
会
の
生
活
環
境
に
適
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ

１－６



人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　

第
一
三
巻　

二
〇
一
〇
年

ら
に
ド
イ
ツ
人
の
子
供
た
ち
が
在
外
ド
イ
ツ
学
校
で
成
長
し
て
い
く
過
程
で
、
子
供
た
ち
を
取
り
巻

く
地
域
の
人
々
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
ド
イ
ツ
で
考
案
さ
れ
た
も
の
を
現
地
の

規
則
、
基
準
と
の
折
り
合
い
を
つ
け
る
べ
く
、
そ
の
地
域
の
学
校
の
指
導
要
領
に
適
応
さ
せ
ね
ば
な

ら
な
い)23

(

」。
ハ
ー
ゼ
ネ
ー
ル
は
、
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
を
は
じ
め
と
す
る
在
外

ド
イ
ツ
学
校
の
教
員
に
求
め
ら
れ
る
資
質
と
し
て
、
融
通
性
や
柔
軟
性
に
重
き
を
置
い
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
学
校
に
は
、
両
親
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
両
親
と
も
非
ド
イ
ツ
人
の
家
庭
の
生
徒
が
多
く

在
籍
し
て
い
た
。
ハ
ー
ゼ
ネ
ー
ル
が
危
惧
し
て
い
た
の
は
、
ド
イ
ツ
人
学
校
を
取
り
巻
く
近
隣
社
会

か
ら
の
苦
情
や
非
ド
イ
ツ
人
の
父
母
と
の
意
見
衝
突
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
苦
情
や
意
見
衝
突
を

避
け
、
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
人
材
を
教
育
現
場
で
起
用
す
る
こ
と
を
提
案
と
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
略
か
ら
一
年
後
の
一
九
四
〇
年
、
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・

シ
ュ
ー
レ
の
学
校
協
会
は
在
籍
生
徒
二
五
五
名
の
国
籍
、
民
族
的
出
自
、
母
語
の
調
査
を
行
っ
た)24

(

。

こ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
全
校
生
徒
二
五
五
名
の
う
ち
、
ド
イ
ツ
国
籍
の
保
有
者
が
一
八
二
名
で
あ
っ

た
。
母
語
で
は
、
ド
イ
ツ
語
の
み
を
母
語
と
す
る
生
徒
が
一
七
三
名
、
複
数
の
母
語
を
持
ち
、
そ
の

中
に
は
ド
イ
ツ
語
が
含
ま
れ
る
と
答
え
た
生
徒
が
四
二
名
い
た
。
国
籍
の
調
査
に
お
い
て
、
非
ド
イ

ツ
人
に
分
類
さ
れ
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
語
を
母
語
の
一
つ
に
換
算
し
て
い
る
生
徒
名
は
ス
イ
ス
、
リ
ヒ

テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
あ
る
い
は
南
テ
ィ
ロ
ル
な
ど
ド
イ
ツ
語
を
公
用
語
の
ひ
と

つ
に
数
え
る
地
域
の
出
身
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
民
族
的
系
譜
で
は
、
両
親
と
も
ド
イ
ツ
人

と
い
う
生
徒
が
一
四
六
名
、
両
親
の
い
ず
れ
か
が
ド
イ
ツ
人
と
い
う
生
徒
が
六
七
名
、
両
親
と
も
非

ド
イ
ツ
人
で
あ
っ
た
生
徒
が
四
二
名
で
あ
っ
た
。
非
ド
イ
ツ
人
の
子
供
の
割
合
は
、
全
校
生
徒
の
四

分
の
一
を
超
過
し
な
い
も
の
と
学
校
規
約
に
は
明
記
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
規
約
は
名
目
上
の
も
の

と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
中
国
の
国
籍
を
保
有
し
て
い
る
生
徒
は
、
一
九
三
三
年
度
の

調
査
で
は
九
名
で
あ
っ
た
が
、
四
〇
年
度
に
は
二
一
名
に
ま
で
増
加
し
て
い
た
。

第
三
節　

校
長
会
合

一
九
三
九
年
四
月
八
日
か
ら
一
〇
日
に
か
け
て
、
在
中
国
お
よ
び
満
洲
国
ド
イ
ツ
学
校
の
学
校
長

の
会
合
が
北
京
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
北
京
、
天
津
、
ハ
ル
ビ
ン
、
奉
天
、
青
島
、
そ
し
て

カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
の
学
校
長
が
集
ま
っ
た
。
ま
た
北
京
滞
在
中
で
あ
っ
た
神

戸
ド
イ
ツ
学
院
の
教
員
も
参
加
し
て
い
た
。
こ
の
会
合
で
話
し
合
わ
れ
た
議
題
は
、
①
東
ア
ジ
ア
地

域
の
学
校
運
営
と
指
導
要
領
の
統
一
、
②
卒
業
試
験
と
ア
ビ
ト
ゥ
ア
の
実
施
、
③
日
本
軍
が
接
収
し

て
い
る
鉄
道
の
運
賃
割
引
、
さ
ら
に
④
非
ド
イ
ツ
系
と
ユ
ダ
ヤ
系
の
子
供
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
で

あ
っ
た
。
①
、
②
の
議
題
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
外
務
省
文
化
局
か
ら
の
通
達
が
回
覧
さ
れ
、
卒
業

試
験
の
統
一
実
施
と
中
等
学
校
の
就
学
年
数
の
短
縮
化
が
決
議
さ
れ
た
。
回
覧
の
冒
頭
で
は
、
ギ
ム

ナ
ジ
ウ
ム
課
程
に
在
籍
す
る
生
徒
が
ラ
テ
ン
語
で
落
第
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
現
状
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
落
第
を
減
ら
す
た
め
、
女
子
生
徒
や
ド
イ
ツ
語
を
母
語
と
し
な
い
生
徒
に
対
し
て
は
、

フ
ラ
ン
ス
語
か
英
語
で
代
替
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
取
り
決
め
た
。
一
九
三
七
年
三
月
二
〇
日

の
文
部
省
布
告
は
、
中
等
教
育
機
関
の
修
学
年
限
の
九
年
か
ら
八
年
へ
の
短
縮
、
ラ
テ
ン
語
を
含
む

国
語
を
一
二
ヶ
国
語
か
ら
二
ヶ
国
語
に
す
る
こ
と
な
ど
を
取
り
決
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
部
省

布
告
を
受
け
、
東
ア
ジ
ア
の
ド
イ
ツ
学
校
各
校
で
修
学
年
限
の
短
縮
と
必
須
の
外
国
語
科
目
を
削
減

し
て
い
た
。

教
員
用
の
指
導
要
領
は
東
ア
ジ
ア
地
域
の
ド
イ
ツ
学
校
で
一
本
化
し
、
現
地
社
会
の
地
理
と
歴
史

に
つ
い
て
の
学
習
の
分
量
を
増
や
す
こ
と
と
し
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
を
鑑
賞
す

る
た
め
に
映
画
館
に
足
を
運
ぶ
子
供
が
多
い
と
い
う
報
告
を
受
け
、
こ
れ
を
控
え
さ
せ
る
た
め
に
、

父
母
や
ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
に
呼
び
掛
け
て
い
く
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
た
。

③
日
本
軍
が
接
収
し
て
い
る
中
国
各
地
の
鉄
道
の
利
用
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
米
国
系
や
英
国
系

の
学
校
に
勤
め
る
教
職
員
は
割
引
価
格
で
乗
車
で
き
た
の
に
対
し
、
ド
イ
ツ
学
校
の
教
職
員
は
割
引

適
用
外
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
九
三
五
年
に
締
結
さ
れ
た
日
独
文
化
協
定
に
矛
盾
す
る
た
め
、
日
本

当
局
に
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。

最
後
に
挙
げ
た
議
題
④
非
ド
イ
ツ
系
と
ユ
ダ
ヤ
系
の
子
供
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
ド

イ
ツ
国
籍
以
外
の
子
供
に
つ
い
て
は
全
校
で
認
め
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

生
徒
は
「
文
化
の
架
け
橋
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、
反
ド
イ
ツ
的
な
傾
向
の
強
い

国
に
対
し
て
の
懐
柔
策
と
も
な
り
得
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に
中
国
の
ド
イ
ツ
学
校
で
は
、
両
親
の
い

ず
れ
か
、
も
し
く
は
両
親
と
も
中
国
人
の
子
供
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
く
方
針
が
打
ち
出
さ
れ

た
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
ら
の
子
供
た
ち
が
ド
イ
ツ
語
を
話
し
、
ド
イ
ツ
的
思
考
や
文
化
、
教
養
を
身
に

付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
も
親
独
的
に
な
る
と
想
定
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
非
ド
イ
ツ
人
の
生
徒
の
入
学
審
査
に
際
し
て
は
、
ド
イ
ツ
語
の
知
識
の
有
無
を
判
断
の
基
準
に

加
え
な
い
も
の
と
し
た
。

非
ド
イ
ツ
人
の
な
か
で
、
入
学
希
望
者
が
多
く
、
学
校
に
よ
っ
て
は
ド
イ
ツ
人
の
生
徒
を
上
回
る

大
所
帯
を
形
成
し
て
い
た
の
が
ロ
シ
ア
系
移
民
の
子
供
た
ち
で
あ
っ
た
。
中
国
人
の
子
供
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
る
方
針
を
示
し
た
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
ロ
シ
ア
系
意
味
の
子
供
た
ち
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
は
、
各
校
で
慎
重
に
対
処
す
る
よ
う
付
け
加
え
ら
れ
た
。
ま
ず
ド
イ
ツ
人
と
社
交
的
な
付
き
合

い
方
を
し
て
い
る
か
、
ド
イ
ツ
語
を
流
暢
に
話
す
か
、
ド
イ
ツ
的
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
て
い
る
か
な
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中
村　

上
海
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
の
軌
跡
（
一
八
九
五―

一
九
四
五
年
）

１－８

ど
、
成
績
の
み
な
ら
ず
素
行
や
性
格
、
家
族
構
成
や
近
所
付
き
合
い
に
つ
い
て
の
調
書
が
作
成
さ
れ
、

こ
の
調
書
を
も
と
に
、
学
校
長
自
ら
「
ド
イ
ツ
人
と
し
て
の
矯
正
」
が
可
能
か
に
つ
い
て
判
断
を
下

す
も
の
と
し
た
。
た
だ
し
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
法
が
規
定
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
に
つ
い
て
は
、「
ド
イ
ツ
人

と
し
て
の
矯
正
は
不
可
能
」
と
さ
れ
、
全
校
で
受
け
入
れ
な
い
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
た
。

第
四
節　

卒
業
試
験

カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
で
年
度
末
に
実
施
さ
れ
る
卒
業
試
験
は
、
ド
イ
ツ
総
領

事
に
委
任
す
る
形
で
実
施
さ
れ
た)25

(

。
一
九
四
〇
年
度
に
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ 

で
実
施
さ
れ
た
卒
業
試
験
は
、
最
終
学
年
に
在
籍
し
た
九
名
の
生
徒
が
受
験
し
た
。
受
験
者
九
名
の

う
ち
ド
イ
ツ
国
籍
の
生
徒
が
七
名
、
残
り
二
名
は
そ
れ
ぞ
れ
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
中
国
の
国
籍
を
持
っ
て

い
た
。
受
験
者
の
父
親
の
職
業
は
、
ド
イ
ツ
国
籍
の
生
徒
七
名
中
六
名
が
商
人
、
一
名
が
外
交
官
で

あ
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
籍
と
中
国
国
籍
の
生
徒
の
父
親
は
そ
れ
ぞ
れ
建
築
家
と
技
師
で
あ
っ
た
。
卒

業
後
の
進
路
は
進
学
が
七
名
、
そ
の
他
は
就
職
、
あ
る
い
は
兵
役
に
就
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。

卒
業
試
験
は
、
ま
ず
科
目
ご
と
の
筆
記
試
験
が
六
日
間
か
け
て
実
施
さ
れ
、
そ
の
後
体
力
検
査
、

最
後
に
口
答
試
験
が
あ
っ
た
。
筆
記
試
験
は
ド
イ
ツ
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ラ
テ
ン
語
、
数
学
、

物
理
、
化
学
の
七
科
目
で
あ
り
、
ラ
テ
ン
語
は
選
択
制
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
語
の
試
験
問

題
に
は
、「
上
海
で
暮
ら
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
人
に
、
一
九
三
九
年
に
勃
発
し
た
戦
争
の
原
因
と
ド

イ
ツ
政
府
の
当
面
の
対
応
を
説
明
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
ま
た
英
語
の
自
由
作
文
で

は
、「
日
本
人
が
町
に
来
る
、
日
本
軍
の
宣
戦
布
告
な
し
の
先
制
攻
撃
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
設
定
さ

れ
て
い
た
。
数
学
に
お
い
て
は
、
上
海
で
聴
く
こ
と
の
で
き
る
ド
イ
ツ
の
ラ
ジ
オ
放
送
と
ア
メ
リ
カ

の
ラ
ジ
オ
放
送
の
周
波
数
を
計
算
さ
せ
、
化
学
に
お
い
て
は
戦
時
中
に
お
け
る
パ
ル
プ
産
業
と
そ
の

重
要
性
を
述
べ
さ
せ
て
い
る
。
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
で
は
、
本
国
の
学
校
と
同

じ
内
容
、
水
準
の
教
育
が
提
供
す
る
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
が
公
的
に
も
承
認
さ
れ
て
い
た
が
、
現

地
社
会
や
国
際
情
勢
へ
の
関
心
度
を
組
む
工
夫
が
独
自
に
な
さ
れ
て
い
た
。
英
作
文
で
は
、
日
本
に

つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
と
の
政
治
的
接
近
に
呼
応
し
た
親
善
、
友
好
の
風
潮
を
裏

付
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
日
本
の
中
国
侵
略
へ
の
非
難
、
批
判
を
前
提
と
し
た
も
の
で

あ
り
、
中
国
社
会
に
加
勢
す
る
形
が
と
ら
れ
て
い
た
。

お
わ
り
に

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
上
海
ド
イ
ツ
人
の
本
国
送
還
が
決
定
し
た
た
め
、
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ

ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
は
正
式
に
閉
校
と
な
り
、
そ
の
五
〇
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。
同
校
は
、
ド
イ

ツ
福
音
教
会
の
牧
師
に
よ
る
個
人
授
業
の
輪
が
そ
の
発
端
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
教
会
と
運
営
母
体

を
同
一
と
し
て
い
た
が
、
や
が
て
教
会
組
織
か
ら
独
立
し
、
父
母
や
ド
イ
ツ
系
企
業
の
従
業
員
、
ド

イ
ツ
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
で
結
成
さ
れ
た
学
校
協
会
が
主
体
と
な
っ
た
学
校
運
営
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
た
と
え
ば
新
校
舎
へ
の
移
転
、
設
備
拡
充
、
教
員
人
事
、
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
教
会
組

織
か
ら
の
独
立
な
ど
学
校
運
営
の
重
要
な
事
項
は
、
す
べ
て
学
校
協
会
が
決
定
権
を
有
し
、
教
職
員

の
諮
問
機
関
も
兼
ね
て
い
た
）
26
（

。
上
海
の
ド
イ
ツ
企
業
か
ら
視
聴
覚
教
材
や
実
験
器
具
な
ど
が
寄
付
さ

れ
、
設
備
も
拡
充
さ
れ
て
い
っ
た
。

同
校
の
学
校
運
営
の
特
色
と
し
て
、
以
下
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
①
上
述
の
よ
う
な
ド
イ

ツ
人
社
会
と
密
着
し
た
父
母
参
加
型
の
学
校
運
営
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
学
校
運
営
の
形
態
は
、
香

港
、
神
戸
や
横
浜
の
ド
イ
ツ
学
校
に
も
類
型
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
②
本
国
に
先
駆
け
て
、
宗
派
混

合
型
の
学
校
運
営
を
行
っ
て
い
た
。
上
海
の
ド
イ
ツ
人
社
会
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
多
数
派
を

占
め
て
い
た
も
の
の
、
宗
派
で
分
裂
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
学
校
運
営
の
主
体
で
あ
る
ド

イ
ツ
人
社
会
が
宗
派
混
合
型
で
あ
る
た
め
、
学
校
も
開
校
当
初
よ
り
宗
派
平
等
の
原
則
を
打
ち
出
す

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
宗
派
平
等
、
教
会
の
監
督
権
の
廃
止
な
ど
、
本
国
で
は
二
〇
年
先
に
本

国
で
行
わ
れ
る
政
策
を
、
結
果
的
に
は
上
海
で
先
取
り
し
て
、
実
践
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
宗
派

の
み
な
ら
ず
、
③
生
徒
の
文
化
的
背
景
も
一
様
で
は
な
か
っ
た
。
同
校
で
は
、
全
生
徒
の
四
分
の
一

を
越
え
な
い
割
合
と
い
う
上
限
を
設
け
た
上
で
ド
イ
ツ
語
を
母
語
と
し
な
い
生
徒
を
受
け
入
れ
て
い

た
。ヴ

ァ
イ
マ
ル
期
の
教
育
改
革
に
沿
い
、
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
は
基
礎
学
校
期

間
を
一
年
間
延
長
し
、
ド
イ
ツ
語
や
地
理
、
歴
史
な
ど
ド
イ
ツ
科
関
連
科
目
の
強
化
を
は
か
り
、
課

外
授
業
と
し
て
「
故
郷
の
授
業
」
を
導
入
し
た
。
授
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
傾
向
が
強
ま
り
つ
つ
も
、
非
ド
イ
ツ
人
の
生
徒
を
受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
上
海
と
い
う
地
域
性
を
汲
ん
で
い
た
。
一
九
三
三
年
以
降
、
ナ
チ
体
制
の
意
向
に
沿
っ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
革
や
特
別
授
業
、
ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
の
課
外
活
動
の
導
入
、
党
旗
掲
揚
、
ナ
チ

党
の
記
念
式
典
な
ど
実
施
な
ど
、
上
海
に
お
い
て
も
、
本
国
の
学
校
に
お
け
る
統
制
に
準
じ
て
、
学

校
制
度
お
よ
び
教
育
内
容
の
変
更
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
本
国
で
あ
れ
ば
就
学
制
限
の
対

象
と
さ
れ
た
「
非
ア
ー
リ
ア
人
」
の
子
供
も
在
籍
し
て
お
り
、
教
育
現
場
は
ナ
チ
ズ
ム
へ
の
ア
ン
チ
・

テ
ー
ゼ
と
も
い
う
べ
き
文
化
的
に
多
様
、
混
合
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
そ
し
て
教
員
の
資
質
と

し
て
、
本
国
政
府
の
意
向
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
そ
れ
を
現
地
社
会
に
適
応
さ
せ
る
柔
軟
性
が
要
請
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
の
校
名
の
名
称
変
更
は
、
ヴ
ァ



人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　
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一
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１－９

イ
マ
ル
期
と
ナ
チ
期
を
通
じ
て
な
さ
れ
ず
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
に
あ
や
か
っ
た
名
称
を
そ
の
ま
ま

掲
げ
て
い
た
。

カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ー
レ
は
、
ナ
チ
党
の
意
向
を
反
映
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
現

地
社
会
に
適
応
さ
せ
な
が
ら
、
独
自
の
ナ
チ
化
を
推
進
し
て
い
た
。
こ
こ
で
の
適
応
は
、
本
国
か
ら

の
通
達
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
要
し
た
も
の
で
は
な
く
、
教
育
現
場
の
自
由
裁
量
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

か
っ
た
。
し
か
し
「
非
ア
ー
リ
ア
人
」
の
子
供
た
ち
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
「
開
放
性
」
を
示
し
た

一
方
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
子
供
た
ち
は
受
け
入
れ
が
拒
否
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
「
開
放
性
」
は
、
別
の
「
異

人
種
」
を
共
通
の
敵
と
し
、
ナ
チ
化
を
推
進
す
る
偏
向
性
を
含
む
も
の
で
も
あ
っ
た
。
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Kaiser Wilhelm Schule in Shanghai 1895-1945

Nakamura, Ayano

abstract

A series of schools for German children opened their doors in South-West Africa, South America, 

and East Asia in the late 19th century, when imperialism intensified in the Wilhelmine Germany. The 

schools prepared German children for higher education, for taking the final exams, or for serving in 

the military. In that sense, such schools helped to preserve German national identity of children and, 

as a result served as the instruments for integration of German nationals. 

One such example was the Kaiser Wilhelm Schule in Shanghai, which was established in 1895 as 

the first German school in East Asia. Taking the School as a case study, this paper examines the way 

by which the school introduced the policies of the German government at that time. It also examines 

the National Socialist regime's coordination of political and social life, known as Gleichschaltung. 

Keywords：Shanghai, Deutsche Auslandsschule, Kaiser Wilhelm Schule, Gleichschaltung, 
Auslandsdeutschtum
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